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4月1日から石綿の事前調査結果の報告制度がスタートします 

～3月18日から電子システムによる報告ができます～ 
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新入社員、新配属の方への教育のススメ 
新しく入社された方、また、新しい部署へ配属された方は、最初に仕事を把握する 
事が大変だと思います。そんな時当社の小冊子をぜひご活用ください！ご要望に 
応じて小冊子を用いた出張セミナーも承ります。詳しくは下記ＵＲＬ、右記ＱＲコード 
からもご覧いただけます。 
httpｓ://www.knights.jp/bkform.html 

2022 年 4 月 1 日から、建築物などの解体・改修工事を行う施工業者（元請け事業者）は、

該当する工事で石綿含有の有無の事前調査結果を厚生労働省が所管する石綿障害予防規則に

基づき労働基準監督署へ、並びに環境省が所管する大気汚染防止法に基づき地方公共団体へ

報告することが義務付けられます。 

 この報告は、原則として電子システム「石綿事前調査結果報告システム」（パソコン、タブレット、

スマートフォンで 24 時間オンライン対応可能）から行うことができ、１回の操作で労働基準監督署と

地方公共団体の両方に報告することができます。 

石綿の事前調査結果の報告と電子システムによる報告の概要 

１． 事前調査結果の報告対象（年間 200 万件） 

・石綿の事前調査結果の報告対象は、以下のいずれかに該当する工事で、個人宅のリフォームや 

解体工事なども含まれます。 

 【報告対象となる工事】 

・建築物の解体工事（解体作業対象の床面積 80 ㎡以上） 

・建築物の改修工事（請負金額が税込み 100 万円以上） 

・工作物の解体・改修工事（請負金額が税込み 100 万円以上） 

・鋼製の船舶の解体または改修工事（総トン数 20 トン以上）（※石綿障害予防規則のみ） 

２． 電子システム（石綿事前調査結果報告システム）による報告のメリット 

・パソコン、タブレット、スマートフォンから、行政機関の開庁日や開庁時間にかかわらず、いつでも 

報告ができます。 

・１回の操作で、労働基準監督署への報告と大気汚染防止法に基づく地方公共団体への報告を 

同時に行えます。 

・複数の現場の報告も、まとめて行うことができます。 

 当社では、公益社団法人 日本作業環境測定協会の石綿分析技術評価事業で A ランク評価、 

一般社団法人 日本環境測定分析協会の分析技能試験に合格しており、アスベスト分析法委員会

認定 JEMCA インストラクターも在籍しております。 

ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

資料 2022 年 3 月 1 日付 厚生労働省報道発表資料 

2022 年 3 月 1 日付 環境省報道発表資料 

環境リスク分析箇所 守屋貴志 

 

４月１日から石綿の事前調査結果の報告制度がスタートします３月18日から電子システムによる報告ができます
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